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広
く
信
仰
を
集
め
た
穴
守
稲
荷
神
社

京
浜
急
行
電
鉄
の
歴
史
は
、
１
８
９
９
（
明

治
32
）
年
１
月
に
開
業
し
た
大
師
電
気
鉄
道
に

始
ま
っ
て
い
る
。
当
時
、
関
東
一
の
参
拝
客
を
集

め
て
い
た
川
崎
大
師
と
川
崎
を
結
ぶ
約
２
㎞
の

路
線
を
開
通
。
そ
の
３
カ
月
後
に
は
、
京
浜
間

の
全
通
を
目
指
し
、
社
名
を
京
浜
電
気
鉄
道
と

改
め
、
路
線
を
延
ば
し
て
い
っ
た
。

１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
２
月
に
は
、
多
摩

川
を
越
え
、
官
設
鉄
道
の
大
森
停
車
場
前

（
現
・
Ｊ
Ｒ
大
森
駅
前
）
ま
で
の
延
伸
区
間
を

開
業
し
た
。
こ
の
時
、
川
崎
・
横
浜
方
面
で
は

な
く
品
川
方
面
に
向
か
っ
た
の
は
、
許
認
可
の

問
題
も
あ
っ
た
が
、
東
京
市
内
へ
の
乗
り
入
れ

を
優
先
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
も

う
一
つ
、
延
伸
と
は
別
の
目
的
が
あ
っ
た
。
穴

守
稲
荷
神
社
の
参
詣
客
輸
送
を
担
う
穴
守
線
の

開
業
だ
。

穴
守
稲
荷
神
社
は
、
江
戸
時
代
後
半
、
羽
田

村
に
隣
接
す
る
鈴
木
新
田
（
現
在
の
空
港
内
）

の
開
拓
を
行
っ
た
鈴
木
家
の
屋
敷
神
を
起
源
と

し
て
い
る
。
海
が
荒
れ
る
た
び
、
沿
岸
の
堤
防

決
壊
に
よ
る
被
害
に
苦
し
ん
だ
村
民
が
稲
荷
大

神
を
祀
る
と
、
海
が
静
ま
り
五
穀
豊
穣
を
も
た

ら
し
た
。
穴
守
と
い
う
名
前
は
「
風
浪
が
作
り

し
穴
の
害
よ
り
田
畑
を
守
り
給
う
稲
荷
大
神
」

に
由
来
し
て
い
る
。

時
代
が
江
戸
か
ら
明
治
に
変
わ
り
、
１
８
８

６
（
明
治
19
）
年
に
堤
防
下
に
移
し
て
社
殿
が

建
立
さ
れ
る
と
、
穴
守
稲
荷
神
社
は
広
く
人
々

の
信
仰
を
集
め
、
参
拝
客
が
急
増
す
る
。
１
８

９
４
（
明
治
27
）
年
ご
ろ
に
は
温
泉
が
発
見
さ

れ
、
門
前
に
は
料
亭
や
旅
館
が
ひ
し
め
き
、
日

に
日
に
賑
わ
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
歩
く
か
人
力
車
に
乗
る
し
か
な

か
っ
た
、
こ
の
穴
守
稲
荷
神
社
の
参
拝
客
や
観

光
客
の
足
の
便
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
京
浜

電
鉄
は
い
ち
早
く
、
穴
守
線
の
開
業
に
向
か
っ

て
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
の
だ
。

行
楽
客
を
集
め
る
沿
線
開
発
の
推
進

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
６
月
、
京
浜
電
鉄

は
、
京
浜
蒲
田
駅
か
ら
穴
守
稲
荷
神
社
へ
向
け

て
支
線
を
延
ば
し
、
海
老
取
川
の
西
岸
ま
で
、

３・６
㎞
の
穴
守
線
を
開
通
さ
せ
た
。

穴
守
線
の
開
業
に
よ
り
、
穴
守
稲
荷
神
社
参

拝
客
は
ま
す
ま
す
増
加
し
、
穴
守
界
隈
は
一
大

行
楽
地
と
な
っ
て
い
た
が
、
京
浜
電
鉄
は
、
さ

ら
に
沿
線
開
発
を
進
め
た
。

１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
に
は
、
穴
守
稲
荷

神
社
社
殿
の
北
側
の
干
潟
を
埋
め
立
て
、
羽
田

運
動
場
を
開
設
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ
か
、
遊

園
地
も
併
設
し
た
総
合
施
設
で
、
オ
ー
プ
ン
と

同
時
に
、
多
く
の
行
楽
客
を
集
め
た
。

続
い
て
、
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
京
浜

蒲
田
駅

－

穴
守
駅
間
の
複
線
化
で
輸
送
力
の
増

強
を
図
る
と
、
翌
年
７
月
に
は
、
羽
田
海
水
浴

場
を
開
設
。
開
場
式
に
は
、
元
内
閣
総
理
大
臣

の
大
隈
重
信
伯
爵
や
樺
太
探
検
で
有
名
な
白
瀬

矗の
ぶ

中
尉
が
来
賓
と
し
て
出
席
す
る
な
ど
、
華
や

か
に
幕
を
開
け
た
。

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に
は
、
羽
田
運
動

場
内
に
遊
泳
池
も
開
設
し
て
い
る
。
羽
田
海
水

浴
場
は
遠
浅
で
、
干
潮
時
に
は
干
潟
に
変
わ
っ

て
し
ま
い
、
満
潮
時
で
な
け
れ
ば
遊
泳
で
き
な

い
欠
点
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
施

設
だ
。

同
じ
年
、
穴
守
線
は
海
老
取
川
を
渡
り
、
穴

羽田空港アクセスを支える空港線は、もともとは穴守線といい、
1902（明治 35）年、穴守稲荷神社参詣のために開通した。
昭和初期には、羽田空港の前身である東京飛行場も開港、
穴守線は、穴守・羽田地区の交通手段としてますます重要度を増していった。
しかし、日本の敗戦により、東京飛行場は米軍の占領下へ、
穴守線も接収と短縮の運命をたどる。
接収は1952（昭和 27）年に解除されたが、
空港線が名実ともに空港アクセス線として生まれ変わったのは、
1998（平成 10）年、接収解除から46 年後のことだ。
羽田開発の先鞭をつけながら、長くその地に戻ることができなかった、
穴守線・空港線の変遷の歴史を振り返る。
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守
稲
荷
神
社
門
前
ま
で
の
延
伸
を
果
た
し
、
穴

守
駅
を
新
設
、
大
晦
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
。

京
浜
電
鉄
が
当
初
よ
り
計
画
し
て
い
た
穴
守
線

が
、
こ
の
時
、
全
通
し
た
こ
と
に
な
る
。

東
京
飛
行
場
の
開
設

鳥
の
よ
う
な
翼
を
持
つ
飛
行
機
が
離
着
陸
す

る
飛
行
場
に
「
羽
田
」
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
名
前

は
な
い
。
飛
行
場
が
開
港
し
て
か
ら
羽
田
と
い

う
名
前
が
つ
い
た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
し
ま

う
が
、
羽
田
が
飛
行
場
用
地
と
し
て
本
格
的
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
の
時

代
に
入
っ
て
か
ら
だ
。

逓
信
省
は
、
そ
れ
ま
で
立
川
町
（
現
・
立
川

市
）
に
あ
っ
た
東
京
飛
行
場
を
、
１
９
３
１

（
昭
和
６
）
年
８
月
25
日
か
ら
羽
田
町
大
字
鈴
木

新
田
に
移
転
す
る
こ
と
を
告
示
し
た
。
現
在
の

羽
田
空
港
の
歴
史
は
、
こ
こ
に
始
ま
っ
て
い
る
。

東
京
飛
行
場
（
羽
田
飛
行
場
）
の
総
面
積
は

約
53
万
㎡
。
円
形
の
待
合
室
に
格
納
庫
２
棟
、

舗
装
し
た
滑
走
路
は
長
さ
３
０
０
ｍ
、
幅
15
ｍ
の

１
本
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
地
表
面
は
草
に
覆

わ
れ
た
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

東
京
飛
行
場
の
開
港
と
同
時
に
、
京
浜
電
鉄

は
、
京
浜
蒲
田

－

稲
荷
橋
間
の
バ
ス
路
線
を
延
長

し
て
、
省
線
蒲
田
駅

－

東
京
飛
行
場
前
の
運
行

を
開
始
し
た
。

東
京
飛
行
場
へ
の
交
通
手
段
を
整
備
す
る
一

方
、
羽
田
の
海
水
浴
場
に
、
よ
り
大
規
模
な
施

設
も
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
る
。
１
９
３
２
（
昭
和

７
）
年
、
羽
田
運
動
場
内
に
開
設
し
た
、
当
時
、

東
洋
一
と
さ
れ
た
浄
化
海
水
プ
ー
ル
だ
。

京
浜
電
鉄
が
こ
の
年
、
海
水
浴
場
一
帯
に
つ

く
っ
た
海
の
家
の
設
備
は
、
当
時
の
海
水
浴
場

と
し
て
は
群
を
抜
い
た
も
の
だ
っ
た
。
海
の
家
の

収
容
人
数
は
、
３
棟
で
約
1
万
人
。
前
述
の
東

洋
一
の
浄
化
海
水
プ
ー
ル
に
、
飛
込
台
や
ボ
ー
ト

が
あ
る
海
の
遊
泳
場
、
男
女
別
の
温
浴
場
、
滑

り
台
や
シ
ー
ソ
ー
な
ど
を
整
備
し
た
陸
上
遊
戯

場
、
余
興
場
に
各
種
売
店
―
―
あ
ら
ゆ
る
施
設

が
そ
ろ
っ
た
一
大
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
だ
。

入
場
料
は
大
人
20
銭
、
子
ど
も
10
銭
。
各
駅

か
ら
穴
守
駅
ま
で
の
割
引
往
復
乗
車
券
を
発
売

し
、
購
入
者
に
は
大
人
５
銭
、
子
ど
も
２
銭
の

割
引
入
場
券
も
販
売
し
た
。

オ
ー
プ
ン
時
に
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
、
７
月
10
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
の
営
業
案

内
と
、
穴
守
駅
か
ら
徒
歩
３
丁
（
約
３
０
０
ｍ
）

の
と
こ
ろ
に
海
の
家
や
海
水
プ
ー
ル
、
羽
田
運

動
場
な
ど
と
も
に
東
京
飛
行
場
を
示
し
た
略
図

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
が
、
大
勢
の
海
水

浴
客
で
賑
わ
う
海
の
上
の
夏
の
空
を
、
小
型
の

プ
ロ
ペ
ラ
機
が
爆
音
を
響
か
せ
な
が
ら
飛
ん
で
い

た
の
だ
ろ
う
。

敗
戦
か
ら
強
制
接
収
へ

東
京
飛
行
場
が
開
港
し
た
１
９
３
１
（
昭
和

６
）
年
は
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
終
戦
に
至
る

15
年
間
の
戦
争
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
、
最
初

の
年
だ
っ
た
。

戦
時
体
制
下
の
国
策
と
し
て
、
東
京
飛
行
場

の
拡
張
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
１
９
３
８

（
昭
和
13
）
年
２
月
、
京
浜
電
鉄
は
羽
田
運
動
場

の
用
地
を
逓
信
省
に
売
却
す
る
。
飛
行
場
の
拡

張
の
過
程
で
、
海
水
プ
ー
ル
も
埋
め
立
て
ら
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

戦
時
中
、
東
京
飛
行
場
に
は
一
部
の
部
隊
が
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置
か
れ
た
が
、
軍
事
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
中
心
に

は
な
ら
な
い
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
。
し
か
し
、

米
軍
が
進
駐
す
る
や
い
な
や
、
東
京
飛
行
場
は

日
本
の
み
な
ら
ず
、
極
東
の
玄
関
と
し
て
、
軍
・

民
問
わ
ず
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

東
京
飛
行
場
は
、「
ハ
ネ
ダ
・
エ
ア
ベ
ー
ス

（
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ　

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ　

Ａ
Ｉ
Ｒ　

Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
）」（
羽
田
陸
軍
航
空
基
地
）
と
し
て
、
米

軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

ま
で
も
、
東
京
飛
行
場
は
羽
田
飛
行
場
と
呼
ば

れ
て
い
た
が
、
正
式
に
「
羽
田
」
が
用
い
ら
れ
た

の
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
と
い
う
。

米
軍
は
、
ハ
ネ
ダ
・
エ
ア
ベ
ー
ス
を
拡
張
す
る

た
め
、
隣
接
す
る
穴
守
地
区
の
羽
田
３
町
も
接

収
し
、
住
民
は
強
制
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
。
穴

守
稲
荷
神
社
の
社
殿
は
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
穴
守
線
も
海
老
取
川
の
西
側
ま
で
短
縮

さ
れ
た
。
さ
ら
に
複
線
の
う
ち
1
線
は
、
国
鉄

蒲
田
駅
か
ら
飛
行
場
へ
の
人
員
・
貨
物
輸
送
の

た
め
に
１
０
６
７
ミ
リ
に
改
軌
さ
れ
、
穴
守
線

は
単
線
運
転
と
な
っ
た
。

京
浜
急
行
電
鉄
の
発
足
と
接
収
解
除

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
６
月
１
日
、
戦
時

下
の
陸
上
交
通
事
業
調
整
法
に
よ
り
発
足
し
た

東
京
急
行
電
鉄
か
ら
分
離
、
旧
京
浜
電
鉄
は
京

浜
急
行
電
鉄
と
し
て
発
足
し
た
。

や
が
て
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
４
月
28
日
、

講
和
条
約
の
発
効
に
よ
り
米
軍
の
接
収
が
解
除

さ
れ
る
と
、
ハ
ネ
ダ
・
エ
ア
ベ
ー
ス
は
日
本
側
に

一
部
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
じ
頃
、
穴
守
線
の
上
り
線
も
接
収
解
除
と

な
り
、
京
急
電
鉄
は
、
複
線
へ
の
復
旧
工
事
に

着
手
す
る
。
稲
荷
橋
駅
を
京
浜
蒲
田
駅
寄
り
に

約
０・３
㎞
移
設
し
、
翌
年
11
月
1
日
か
ら
、
２

両
連
結
・
10
分
間
隔
で
、
穴
守
線
の
複
線
運
転

を
再
開
し
た
。

一
方
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
ハ
ネ
ダ
・
エ
ア

ベ
ー
ス
は
「
東
京
国
際
空
港
（
羽
田
空
港
）」

と
し
て
整
備
拡
充
が
進
め
ら
れ
た
。
１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
５
月
に
は
、
当
時
、
東
洋
一
の

規
模
と
設
備
を
備
え
た
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

が
竣
工
。
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
た
ち
ま
ち

観
光
名
所
と
な
り
、
空
港
の
見
学
者
は
１
日
に

約
２
０
０
０
人
を
超
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

戦
前
、
東
京
飛
行
場
へ
の
交
通
を
担
っ
て
い

た
京
急
電
鉄
は
直
ち
に
、
空
港
利
用
客
、
見
学

客
の
足
の
確
保
に
取
り
組
ん
だ
。
米
軍
に
接
収

さ
れ
休
止
し
て
い
た
稲
荷
橋
駅

－

穴
守
駅
間
の

５
０
０
ｍ
区
間
の
営
業
再
開
を
決
め
、
海
老
取

川
畔
に
「
羽
田
空
港
駅
（
初
代
）」
を
開
設
。

羽
田
空
港
駅
か
ら
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
ま
で

は
連
絡
バ
ス
を
運
行
し
た
。
こ
の
時
、
羽
田
空

港
駅
開
業
に
伴
い
、
稲
荷
橋
駅
は
「
穴
守
稲
荷

駅
」
に
改
称
さ
れ
、
現
在
へ
と
至
っ
て
い
る
。

日
本
は
復
興
へ
と
足
早
に
歩
み
を
進
め
て
い
っ

た
。
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
空
港
の
整
備
そ
の
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
空
港
ア
ク
セ
ス
も
大
き
く
改

善
さ
れ
た
。
都
心
と
空
港
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結

ぶ
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
の
開
業
だ
。

こ
の
時
、
京
急
電
鉄
に
も
空
港
乗
り
入
れ
の

可
能
性
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

本
線
が
三
浦
半
島
一
帯
を
走
り
、
久
里
浜
線
の

延
伸
を
控
え
て
い
た
京
急
電
鉄
に
と
っ
て
は
、

本
線
の
輸
送
力
増
強
が
急
務
だ
っ
た
。

京
急
電
鉄
は
、
鉄
道
に
よ
る
空
港
乗
り
入
れ

を
果
た
せ
な
い
ま
ま
、
穴
守
線
を
「
空
港
線
」

と
改
称
し
た
。
そ
こ
に
は
そ
の
名
の
通
り
、
い
つ

1 1901（明治 34）年、「大森大師間全
通」を伝える車内ポスター 2穴守線の
鉄橋を走る京浜電車 3大変な賑わいを
見せる京浜電気鉄道直営の羽田海水浴
場「 羽 田 穴 守 海 の 家 」 の 大 桟 橋

（1911（明治 44）年）4米軍による羽
田飛行場拡張のため、取り壊された穴
守稲荷神社は、1945（昭和 20）年９
月、現在地に遷座した5「京浜電鉄遊
覧地案内図」（1904（明治 37）年）6
野球や陸上、相撲などの施設があった

「羽田運動場」（1909（明治 42）年）

1

4 5 6

3

2



11 MINTETSU WINTER 2014

特集：羽田空港アクセスの強化
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か
東
京
国
際
空
港
に
乗
り
入
れ
る
と
い
う
強
い

決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

羽
田
線
の
羽
田
空
港
乗
り
入
れ
へ

80
年
代
に
な
る
と
、
羽
田
空
港
の
拡
張
と
沖

合
へ
の
移
転
に
伴
い
、
空
港
線
の
延
伸
が
計
画

さ
れ
る
。
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
２
月
に
決

定
さ
れ
た
「
東
京
国
際
空
港
整
備
基
本
計
画
」

に
よ
り
、
羽
田
空
港
へ
の
乗
り
入
れ
が
い
よ
い
よ

認
め
ら
れ
た
の
だ
。

運
輸
省
は
、
東
方
の
海
面
を
埋
め
立
て
て
空

港
施
設
を
移
設
・
拡
張
す
る
「
沖
合
展
開
事
業
」

を
翌
年
１
月
よ
り
開
始
し
た
。
京
急
電
鉄
は
、

東
京
国
際
空
港
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
空

港
線
の
第
１
期
延
伸
工
事
と
し
て
東
京
モ
ノ

レ
ー
ル
に
接
続
す
る
ま
で
の
延
伸
、
第
２
期
延

伸
工
事
と
し
て
羽
田
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
区
へ
の

乗
り
入
れ
を
進
め
る
。

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
４
月
、
海
老
取
川

東
岸
の
地
下
に
、
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
と
接
続
す

る
羽
田
駅
（
現
・
天
空
橋
駅
）
が
開
業
し
た
。

同
年
９
月
に
は
、
延
床
面
積
約
29
万
㎡
、
従

前
の
お
よ
そ
２・６
倍
も
の
広
さ
を
誇
る
新
国
内

線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
現
・
第
1
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
）
が
供
用
開
始
。
羽
田
駅
で
東
京
モ
ノ

レ
ー
ル
と
連
絡
で
き
る
空
港
線
利
用
者
は
、
日

に
日
に
増
え
て
い
っ
た
。

空
港
線
の
延
伸
工
事
は
引
き
続
き
進
め
ら
れ
、

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
11
月
、
新
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
の
直
下
に
羽
田
空
港
駅
（
現
・
羽
田
空

港
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
）
が
開
業
し
た
。
空

港
線
は
、
名
実
と
も
に
、
羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス

線
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
だ
。

羽
田
空
港
駅
の
開
業
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
順
風
満
帆
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
特
に
相
互
直
通
運
転
を
し
て
い
る
都

営
地
下
鉄
浅
草
線
・
京
成
線
・
北
総
線
の
利
用

客
、
川
崎
・
横
浜
方
面
か
ら
の
利
用
客
に
と
っ

て
利
便
性
は
高
く
、
開
業
か
ら
１
３
８
日
目
に

当
た
る
翌
年
４
月
４
日
に
は
、
羽
田
空
港
駅
の

利
用
客
数
は
５
０
０
万
人
を
記
録
し
た
。

増
加
す
る
一
方
の
旅
客
重
要
に
対
応
す
る
た

め
、
京
急
電
鉄
は
、
同
年
７
月
に
ダ
イ
ヤ
改
正

を
行
い
、
都
心
方
面
か
ら
の
直
通
電
車
を
増
発
、

終
日
10
分
間
隔
運
転
で
対
応
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
都
心
方
面
か
ら
の
直
通
電
車
は
開
業
時
の

約
２
倍
と
な
っ
た
。

羽
田
空
港
駅
開
業
か
ら
５
年
半
、
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
２
月
27
日
に
は
、
利
用
客
数
１
億

人
を
突
破
し
た
。

世
界
と
つ
な
が
る
京
急
空
港
線

一
方
、
羽
田
空
港
の
４
本
目
と
な
る
新
滑
走

路
建
設
を
含
む
再
拡
張
事
業
は
、
２
０
０
３

（
平
成
15
）
年
12
月
、
政
府
予
算
案
で
事
業
化

が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
国

際
線
地
区
整
備
事
業
の
決
定
を
受
け
て
、
京
急

電
鉄
は
、
新
し
い
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

直
結
す
る
駅
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

設
置
場
所
は
、
羽
田
空
港
駅
と
天
空
橋
駅
の

間
。
２
０
０
６
（
平
成

18
）
年
７
月
に
着
工

し
、
足
か
け
４
年
の
工

事
期
間
を
経
て
、
地
下

２
階
、
地
上
３
階
建
て

の
近
未
来
的
な
駅
舎
が

完
成
し
た
。

ま
た
、
こ
の
羽
田
空

港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
の
開
業
に
伴
い
、
羽

田
空
港
駅
は
羽
田
空
港

国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

に
改
称
。
駅
名
に
国
内

線
、
国
際
線
と
付
け
る

こ
と
で
、
よ
り
分
か
り

や
す
く
し
て
い
る
。

世
界
１
７
９
の
国
と

地
域
が
加
盟
す
る
空
港

運
営
団
体
に
よ
る
国
際

組
織
・
国
際
空
港
評
議
会
（
Ａ
Ｃ
Ｉ
）
が
発
表

し
た
「
世
界
の
空
港
の
年
次
統
計
報
告
（
速
報

値
）」
に
よ
る
と
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に

世
界
で
最
も
旅
客
数
が
多
か
っ
た
空
港
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ハ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ア
ト
ラ
ン
タ
国
際
空
港
で
年
間
旅
客
数
は
約

９
５
４
６
万
人
。
羽
田
空
港
は
、
滑
走
路
増
設

で
航
空
機
の
発
着
枠
が
増
え
た
の
に
伴
い
、
前

年
比
で
６・７
％
増
、
約
６
６
７
９
万
人
で
第
４

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

羽
田
空
港
に
乗
り
入
れ
る
京
急
電
鉄
は
、
い

ま
や
全
国
区
の
路
線
で
あ
り
、
世
界
と
つ
な
が
っ

て
い
る
。
羽
田
開
発
に
先
鞭
を
つ
け
な
が
ら
も
、

長
く
「
羽
田
」
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
空

港
線
―
―
日
本
を
代
表
す
る
空
港
ア
ク
セ
ス
路

線
の
役
割
と
責
任
を
担
っ
て
い
る
。

1空港線が延伸、羽田駅が開業した 2開業時の羽田駅（現・天空
橋駅）3羽田空港国際線ターミナル駅開業を記念して

1902（明治 35）年６月 28日

蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 穴守駅

1914（大正 3）年３月

蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 羽田駅 穴守駅

1945（昭和 20）年９月 27日

京浜蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 稲荷橋駅 穴守駅

1956（昭和 31）４月 20日

京浜蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 穴守稲荷駅 羽田空港駅

1993（平成 5）４月 1日

京急蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 穴守稲荷駅 羽田駅

1998（平成 10）11月 18日

京急蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 穴守稲荷駅 天空橋 羽田空港駅

空港線（旧・穴守線）の変遷

2010（平成 22）10月 21日

京急蒲田駅 糀谷駅 大鳥居駅 穴守稲荷駅 天空橋 羽田空港国際線
ターミナル駅

羽田空港国内線
ターミナル駅

営業停止

海老取川

地下
地上

1

2

3


